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24必匙の准臨よしち説ん孟ごよ

　　　　　　　　　　　　　　　　網撰

　4月は友達ができる楽しいシーズン。

ここ川治保育所には、たんぽぽ組（未満

児～3歳児）に7人、ひまわり組（4・5

歳児）に1人が仲間入り。各組12人とな

り、あわせて24人の元気な子供たちで新

しい年がスタートしました。

今年、市内の保育所・幼稚園に入った

子供たちは363人、在所・園児数は1，457

人になりました。

鰭 繍



面政功労者の皆さんを表彰

2団体に市民ほう賞24人、

　
「
平
成
8
年
度
市
民
ほ
う
賞
」
の
表
彰
式
が
3
月
31
日
㈲
市

役
所
で
行
わ
れ
、
個
人
24
人
、
2
団
体
の
皆
さ
ん
に
本
田
市
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
長
年
、
市
政
の
進
展
や
教
育
文
化
、

産
業
振
興
、
．
福
祉
、
保
健
体
育
、
防
災
、
統
計
な
ど
の
活
動
に
貢

献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
市
政
功
労
者
と

し
て
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
に
基
づ
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
自
治
功
労

小
杉
茂
樹
さ
ん

重
野
恒
芳
さ
ん

▼
教
育
文
化
功
労

金
澤
直
好
さ
ん

大
関
君
子
さ
ん

（
61
歳
・
蟹
沢
）

（
61
歳
・
大
池
）

（
6
3
歳
・
姿
2
）

　
　
　
（
61
歳
・
稲
荷
町
3
本
通
り
）

岡
村
喜
市
さ
ん

　
　
　
（
6
4
歳
・
本
町
7
1
2
）

田
中
武
夫
さ
ん

　
　
　
（
6
3
歳
・
吉
田
山
谷
）

　
　
　
　
　
　
し
ん
ゆ
う

詩
吟
神
風
流
神
邑
会

　
　
　
（
樋
熊
神
邑
会
長
）

▼
産
業
振
興
功
労

黒
坂
正
男
さ
ん

　
　
　
（
6
5
歳
・
本
町
7
－
1
）

山
田
金
彌
さ
ん
（
6
8
歳
・
寿
町
3
）

樋
口
　
靖
さ
ん

　
　
　
（
64
歳
・
高
田
町
3
西
）

▼
福
祉
功
労

上
村
安
隆
さ
ん
（
7
6
歳
・
土
市
3
）

　
　
（
4
月
1
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
）

▼
保
健
衛
生
功
労

中
町
忠
詩
さ
ん

　
　
　
（
5
8
歳
・
下
条
中
央
通
り
）

石
田
ツ
ヤ
さ
ん

　
　
　
（
7
6
歳
・
春
日
町
3
）

▼
保
健
体
育
功
労

丸
山
榮
一
さ
ん

　
　
　
（
7
8
歳
・
春
日
町
2
）

高
橋
輝
雄
さ
ん

　
　
　
（
6
4
歳
・
田
川
町
3
）

▼
防
災
功
労

桑
原
　
稔
さ
ん
（
55
歳
・
塩
ノ
又
）

小
林
松
太
郎
さ
ん

　
　
　
（
59
歳
・
田
中
町
西
）

高
橋
和
市
さ
ん
（
53
歳
・
諏
訪
町
）

佐
藤
光
夫
さ
ん
（
4
9
歳
・
当
間
）

▼
統
計
功
労

服
部
ナ
ミ
エ
さ
ん

　
　
　
（
5
8
歳
・
谷
内
丑
1
）

栗
林
鎌
一
さ
ん

　
　
　
（
5
5
歳
・
北
鐙
坂
3
）

▼
寄
付
功
労

登
坂
健
二
郎
さ
ん

　
　
　
（
6
9
歳
・
駅
通
り
）

株
式
会
社
丸
山
工
務
所
（
稲
葉
）

▼
そ
の
他
功
労

庭
野
泰
明
さ
ん

　
　
　
（
5
7
歳
・
本
町
東
1
）

鈴
木
　
茂
さ
ん

　
　
　
（
5
6
歳
・
本
町
6
－
3
）

樋
口
信
二
さ
ん

　
　
　
（
64
歳
・
高
田
町
3
東
）
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応
援
し
ま
甘
研
滋
撚
麩
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
　

　
　
　
　
　
　
　
．
構
畢
割
麗
鮒
ー
艦
ー
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
難
籔
．
、
霧
饗
罐
齪
鐵

　
　
　
　
　
　
－
鐸
簾
灘
馨
藷
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
問
か
合
わ
パ
藤
讐
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
5
7
－
3
1
1
1

　
克
雪
住
宅

　
　
　
　
　
普
及
促
進
事
業

　
■
補
助
対
象

　
【
融
雪
式
】

　
①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用

　
　
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
設
置
工
事

　
　
で
、
新
築
・
増
築
・
改
良
に
よ
る

　
　
も
の

　
②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工

　
　
事

　
【
耐
雪
式
】

　
　
3
．
3
m
以
上
の
積
雪
荷
重
（
蜘

　
㎏
／
㎡
）
に
対
し
て
安
全
な
住
宅
の

　
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
ぴ
対
策
を

　
講
じ
た
も
の

　
目
補
助
条
件

①
右
の
住
宅
で
、
市
が
適
正
と
認
め

　
　
た
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
個
人
住
宅
及
び
、
共
同
住
宅
で
併

　
　
用
住
宅
も
含
み
ま
す
（
新
築
建
売

　
　
住
宅
の
購
入
も
可
）
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下

　
　
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置
が
必
要

ノ

　
で
す
。

④
平
成
9
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅

　
に
限
り
ま
す
。

⑤
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度

　
を
受
け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
。

■
補
助
金
上
限
　
4
4
万
円

■
受
付
期
問
　
7
月
31
日
ま
で

■
問
合
せ
　
建
築
住
宅
係

克
雪
住
宅
づ
く
り

　
　
　
　
資
金
貸
付
制
度

■
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用

　
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
設
置
工
事

　
…
…
融
雪
装
置
の
設
置
工
事
費
の

　
8
0
％
以
内

②
融
雪
構
造
の
新
築
工
事
…
…
工
事

　
費
の
1
5
％
以
内

③
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
…
工
事

　
費
の
8
0
％
以
内

【
耐
雪
式
】
、

　
3
．
3
m
以
上
の
積
雪
荷
重
（
蜘

㎏
／
㎡
）
に
対
し
て
安
全
な
住
宅
の

新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
ぴ
対
策
を
講

じ
た
も
の
…
…
工
事
費
の
2
0
％
以
内

【
落
雪
式
】

①
屋
根
こ
う
配
や
、
滑
り
や
す
い
屋

　
根
材
な
ど
を
利
用
し
て
雪
を
滑
り

　
落
と
す
建
物
の
新
築
・
増
築
工
事

　
…
…
工
事
費
の
1
0
％
以
内

②
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
…
工
事

　
費
の
8
0
％
以
内

■
貸
付
条
件

①
右
の
住
宅
で
、
市
が
適
正
と
認
め

　
た
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
建
物
も
対

　
象
と
し
ま
す
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下

　
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置
が
必
要

　
で
す
。

④
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
補
助

　
を
受
け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
。

■
貸
付
限
度
額
　
5
0
0
万
円

■
貸
付
利
率
　
年
3
・
0
％

■
貸
付
期
問
　
1
0
年
以
内

■
受
付
期
間
　
年
度
内
に
完
成
す
る

　
も
の
で
あ
れ
ば
随
時
。

■
問
合
せ
　
建
築
住
宅
係

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
除
雪
機
整
備
事
業

■
補
助
対
象

　
　
5
世
帯
以
上
の
町
内
会
や
除
雪

　
組
合
が
利
用
す
る
小
型
ロ
ー
タ
リ

　
ー
除
雪
機
の
購
入
費
用

■
補
助
金
額
　
購
入
費
の
3
0
％

　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
万
円
限
度
）

■
受
付
期
間
　
1
0
月
31
日
ま
で

■
問
合
せ
　
克
雪
維
持
係

　　　　　　轍

…灘

鍵
灘

灘
、
嚢麟

、
灘
…
鱒

　
3
月
2
5
日
に
国
土
庁
か
ら
平
成
9

年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
価
公
示
」
は
、
都
市
計
画
区

域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
こ
れ
を
標
準

地
と
い
い
ま
す
）
を
選
ん
で
、
そ
の

適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地

を
売
買
す
る
際
の
目
安
に
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。

　
ま
た
「
地
価
公
示
価
格
」
は
、
不

動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場

合
や
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
公

共
用
地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と

さ
れ
る
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て
土
地
売

買
等
の
届
け
出
が
あ
っ
た
土
地
の
取

引
価
格
の
審
査
を
す
る
時
の
基
準
と

も
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
売
買
の
と
き
は

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
分
か
り
ま
す
（
地
価
公
示

価
格
は
1
月
1
日
現
在
の
価
格
で
す

の
で
、
そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
地
価
公
示
の
ほ
か
、
県
で
は

市
内
（
宅
地
7
か
所
、
山
林
1
か
所
）

の
地
価
調
査
を
実
施
し
、
毎
年
1
0
月

に
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
価
■

格
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

地
価
公
示
は

　
　
　
市
役
所
で
閲
覧
を

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地
の

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く

記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
市
役
所
に
県
内
の
も
の
が
全
部

そ
ろ
え
て
あ
り
、
だ
れ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
榴

　
価

　
在

　
現

　
日

　
－

　
月

　
　

　
年

　
　

〉
成

格
倖

価示公価地の内市く

標
　
　
準
　
　
地

所　　　　　　　在 価格円／m2

字西浦寅甲73　　（西浦東） 68，700

住吉町135　　　　　　（島） 39，400

寿町2丁目2－28　（寿町2） 60，500

字西三ノ町寅甲17－1　（本町3） 200，000

字道下549外　　（本町1上） 93，800

3　　平成9年4月10日号



、麟翻5月2日醗・3日㊨

もので歩こう

を散策しませんか～

き
籠

を
い

きものの里
　～新緑まぶし

鱒
灘

　
き
も
の
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
知
人
・
友
人
を
誘
っ
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
5
月
3
日
ω
午
前
1
0
時
3
0
分

　
～
午
後
3
時
3
0
分
（
受
付
8
時
3
0
分

～
9
時
3
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
参
加
費
　
5
千
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
　
員
　
振
袖
目
3
0
人
　
付
下
げ
性

　
－
o
人
（
先
着
順
）

■
用
意
す
る
も
の
　
白
足
袋
、
肌
じ
ゅ
ば

　
ん
、
裾
よ
け
、
タ
オ
ル
4
～
5
枚

一
申
し
込
み
　
電
話
で
定
員
に
達
し
て
い

　
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
希
望
す
る
き

　
も
の
の
種
類
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
十
日
町
市
観

　
光
協
会
（
〒
蝿
十
日
町
市
西
寺
町
　
旧

　
織
物
会
館
内
智
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

時
代
衣
装
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
時
代
劇
に
出
て
く
る
よ
う
な
衣
装
を
着

て
、
き
も
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
5
月
3
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
0
時
5
0
分
～

■
集
　
合
　
午
前
9
時
　
サ
ン
ク
ロ
ス
十

　
日
町
（
本
町
5
）

■
定
　
員
　
男
性
2
0
人
　
女
性
2
0
人
（
先

　
着
順
）

■
申
し
込
み
　
4
月
2
3
日
㈱
ま
で
に
十
日

　
町
市
観
光
協
会
へ
。

お
楽
し
み
抽
せ
ん
会

～
き
も
の
を
着
て
な
き
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
当
た
ら
な
い
～

■
発
券
場
所
　
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て

発
表

■
発
券
時
問
　
正
午
～
午
後
2
時
3
0
分

■
抽
選
会
　
午
後
2
時
4
0
分
～
3
時
1
5

　
分
、
本
町
3
丁
目
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
歩

　
行
者
天
国
特
設
ス
テ
ー
ジ

■
賞
品
特
別
賞
（
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ

　
ト
に
て
発
表
）
1
人
、
「
散
歩
着
」
4
人
、

　
お
楽
し
み
賞
（
商
店
街
協
賛
賞
品
）
9
0

　
人染

織
体
験
広
場

■
と
　
き
　
5
月
3
日
ω
午
前
1
1
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
本
町
3
丁
目
歩
行
者
天
国

き
も
の
掘
出
し
市

■
と
　
き
　
5
月
3
日
㈹
～
5
日
㈲

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
　
2
階
中
ホ
ー
ル

◆
5
月
2
日
㈹

　
正
午
～
午
後
2
時
30
分

◆
塩
之
又
森
林
公
園

■
会
　
費
　
4
千
円
（
予
定
）

■
定
員
1
5
0
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
4
月
2
5
日
働
ま
で
に
、
会

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
直
接
申
し
込
み
　
観
光
協
会
ま
た
は

ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）
受
付
へ
。

◎
電
話
申
し
込
み
　
農
林
課
林
政
農
災

係
（
岱
5
7
1
3
1
1
1
）
ま
た
は
林
福

市
（
費
52
－
2
2
2
0
）
に
電
話
で
申

し
込
ん
だ
後
、
郵
便
振
替
で
会
費
を
納

　入し

て
く
だ
さ
い
。

［
振
替
口
座
］
　
〒
蝿
十
日
町
市
千
歳
町

3
1
3
十
日
町
市
役
所
農
林
課
内
　
塩

之
又
森
林
公
園
行
事
部
会
　
宛

口
座
番
号
”
ニ
イ
ガ
タ
0
0
6
8
0
－

8
1
1
6
1
「
D
3

。

謹
欝
購

　
　
　
灘
叢

◆
午
前
11
時
～
正
午

◆
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
該
当
者
　
昭
和
51
年
4
月
2
日
～
昭
和

　
52
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

■
内
　
容
　
お
祝
い
の
こ
と
ば
・
市
民
憲

章
朗
読
・
記
念
演
奏
・
交
流
パ
ー
テ
ィ

■
そ
の
他
　
参
加
者
に
記
念
品
あ
り
。

市
外
転
出
者
で
ま
だ
案
内
の
届
い
て
い

な
い
人
は
十
日
町
市
公
民
館
（
盈
5
7
1

　
5
0
1
1
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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定
期
観
光
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

大人3，500円、子供2，500円（入館料、昼食代、バスガイド付）費
ス

加
　
ロ

参
コ

■
　
　
■

十日町駅　　　当間高原リゾート・ベルナティオ
（10：15発）　　　　　　　（10：40～11：10）

星と森の詩美術館　　　　　クロス10
　（11：30～11：55）　　　（12：10～13：00昼食・買物）

神宮寺　　　　　　十日町市博物館
（13：10～13：25）　　　　（13：35～14：15）

きもの絵巻館or和の風orきもの絹都　　　十日町駅
　　　　（14：25～14：55買物）　　　　　　　　（15：00頃）

十日町駅　　　　　　あじさい公園
（10：15発）　　　　　　　（10：40～11：15）

弁天池（二千年蓮）　　　　ニツ屋温泉
　（11：40～12105）　　　（12：10～13：20昼食・入浴）

　　クロス10　　　　　十日町市博物館
（13：45～14：10買物）　　　　　（14：15～14：45）

きもの絵巻館or和の風orきもの絹都　　　十日町駅
　　　　（14：50～15：10買物）　　　　　　　　（15：15頃）

十日町駅　　　当間高原リゾート・ベルナティオ
（10：15発）　　　　　　　（10：40～11：10）

　　黒沢観光栗園　　　　　　　クロス10
（11：25～12：45栗拾い・昼食）　　　（13：00～13：25買物）

　神宮寺　　　 十日町市博物館
（13：30～13150）　　　　（14：00～14：30）

きもの絵巻館or和の風orきもの絹都　　　　十日町駅
　　　（14：40～15：05買物）　　　　　　　　（15：10頃）

■申し込み　越後交通㈱十日町営業所（智57－2103）または市内旅行代理店へ。

「十日町一当間高原リゾート」

　　バス路線開通

　開通式は4月5日㈹、駅東口で行

われました。まず、本田市長が「1

年間の試験的運行です。皆様方から

ぜひP　Rをお願いします」とあいさ

つ。その後、・関係者によるテープカ

ットと、関口桃子さん（駅通り）か

ら運転手に花束贈呈が行われ、約30

人の乗客を乗せた1号車が軽快なエ

ンジン音を立てて出発しました。

に
ぎ難麟

．鐙
》
（
ぎ

■期問及び運行日　・4月1日～11

月30日の毎週土・日曜日及び国民

の祝日と夏休み期間（7月20日～

　8月31日の毎日）・1日4往復

十日町
車庫発

十日町
駅前発

ベルナ

ティオ着

ベルナ

ティオ発

十日町
駅前発

十日町

車庫蒼

9＝05 9二10 9二40 10二30 11二〇〇 11＝05

10二10 10：15 10：45 11＝05 11135 11二40

13二〇5 13：10 13：40 14：20 14＝50 14：55

15＝15 15＝20 15二50 16二〇〇 16：30 16：35

　　　　　雛　　　墜

　　添

　蟹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
亀
夢
、

　
　
　
　
　
　
懲
ぎ
葦
、
ー
叢
響
嫌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壽
建
灘
職
蒙

　
2
月
1
1
日
に
発
会
し
た
「
歴
史
遺
産
の

十
日
町
織
物
を
保
存
す
る
会
（
滝
沢
栄
輔

会
長
）
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
タ
ン
ス

の
中
に
眠
っ
て
い
る
“
き
も
の
”
の
寄
贈
、

寄
託
、
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
同

会
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
っ
て

生
産
さ
れ
た
十
日
町
織
物
を
正
し
く
記

録
・
保
管
し
、
さ
ら
に
後
世
へ
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
発
会
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
収
集
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

収
集
品
の
品
名
、
製
作
年
代
、
製
造
者
、

所
有
者
な
ど
を
調
査
し
て
台
帳
に
記
録
し
、

解
説
文
を
付
け
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
一
堂
に
集
め
て
の
一

般
公
開
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
織

物
組
合
か
ら
1
2
3
点
の
寄
託
を
受
け
た

り
、
一
部
市
民
か
ら
の
寄
贈
も
受
け
て
お

り
、
こ
ら
れ
貴
重
な
品
物
は
同
会
事
務
局

の
柳
商
店
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
織
物
組
合
と
同
会
が
両

輪
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
今
、
収
集
し
な
い
と
貴
重
な
資
料
が

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
3
0
年
代
ま
で
の
織
物
を
集
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
展
示

施
設
の
建
設
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
れ
ば

す
ば
ら
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
染
み
や
虫
食
い
が
あ
っ
て
と
い
う
問
い

合
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
遺
産
と

し
て
残
す
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
、
そ
う

し
た
品
物
も
申
し
出
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
滝
沢
会
長
は
話
し
て
い
ま

す
。■

い
ず
れ
か
の
形
で
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
寄
贈
で
き
る
（
無
料
）
。

②
寄
託
で
き
る
（
預
け
て
い
た
だ
け
る
）
。

③
登
録
で
き
る
（
見
せ
て
い
た
だ
き
、

　
　
写
真
に
撮
っ
て
台
帳
に
記
録
し
ま

　
　
す
）
。

一
連
絡
先
（
事
務
局
）

　
㈱
柳
商
店
（
袋
町
中
奮
5

2
1
7
2
2

　
1
・
F
A
X
5
2
－
6
0
7
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

織
物
組
合
の
寄
託
品
が
展
示
さ
れ
る
な

か
、
同
組
合
と
保
存
す
る
会
が
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
3
月
2
8
日
㈹
柳
商
店
）

平成9年4月10日号5



　
　
　
　
～
行
政
組
織
の
見
直
し
に
対
応
し
た
大
規
模
異
動

　
3
月
31
日
付
と
4
月
1
日
付
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
補
佐

級
以
上
の
異
動
と
退
職
者
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
、
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
1
日
付
）

〈
特
別
職
〉
1
人

▼
助
役
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
長
（
助

役
）
小
川
徳
久

〈
課
長
級
〉
25
人

▼
企
画
人
事
課
長
（
企
画
人
事
課
長
・

企
画
人
事
課
企
画
室
長
）
若
井
雄
二

▼
企
画
人
事
課
参
事
・
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
へ
派
遣
（
税
務
課
長
）

三
谷
尚
　
▼
税
務
課
長
（
地
域
開
発

室
長
）
関
口
弘
治
　
▼
市
民
生
活
課

長
（
保
健
衛
生
課
長
）
大
島
貞
二

▼
健
康
福
祉
課
長
・
社
会
福
祉
事
務

所
長
（
市
民
課
長
）
長
津
進
　
▼
農

林
課
長
（
社
会
福
祉
事
務
所
長
）
越

村
幸
夫
　
▼
商
工
観
光
課
長
（
会
計

課
長
）
根
津
正
昭
　
▼
建
設
課
長
（
水

道
局
長
）
風
間
昌
宏
　
▼
下
水
道
課

長
（
区
画
整
理
課
長
）
瀬
下
敬
志

▼
区
画
整
理
課
長
（
企
画
人
事
課
東

京
事
務
所
長
）
丸
山
俊
久
　
▼
会
計

課
長
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
学
校
教

育
係
長
）
山
田
正
毅
　
▼
庶
務
管
理

課
長
（
博
物
館
長
・
文
化
財
課
長
）
波

形
卯
二
　
▼
学
校
教
育
課
長
（
学
校

教
育
課
指
導
管
理
主
事
）
山
田
裕
信

▼
社
会
教
育
課
長
・
公
民
館
長
（
商

工
観
光
課
長
）
矢
口
辰
幸
　
▼
情
報

館
建
設
準
備
室
長
（
庶
務
管
理
課
長
）

宮
沢
孝
美
　
▼
博
物
館
長
・
文
化
財

課
長
文
化
財
第
一
係
長
（
社
会
教
育

課
長
・
公
民
館
長
）
風
間
栄
光
　
▼
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
・
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
館
長
（
下
水
道
課
長
補
佐

施
設
管
理
係
長
）
田
村
邦
夫
　
▼
水

道
局
長
（
農
林
課
長
）
大
熊
忠
義

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
・
公
平
委
員

会
書
記
長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
書
記
（
監
査
委
員
事
務
局
長
・
公

平
委
員
会
書
記
長
）
生
越
誠
　
▼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
（
市
史
編
さ
ん

室
長
）
樋
熊
幸
治
　
▼
企
画
人
事
課

企
画
室
長
（
企
画
人
事
課
企
画
室
長

補
佐
）
竹
内
増
蔵
　
▼
学
校
教
育
課

指
導
管
理
主
事
（
大
和
町
立
大
崎
小

学
校
長
）
渡
部
則
夫
　
▼
総
務
課
参

事
工
事
検
査
員
（
農
業
委
員
会
事
務

局
参
事
次
長
）
中
沢
宏
　
▼
健
康
福

祉
課
参
事
・
十
日
町
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
派
遣
（
社
会
福
祉
事
務
所
参

事
・
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
）
高
橋
友
太
郎
　
▼
農
林
課
参

事
・
十
日
町
市
土
地
改
良
区
へ
派
遣

～

（
農
林
課
副
参
事
・
十
日
町
市
土
地

改
良
区
へ
派
遣
）
春
日
宏
市
郎

〈
課
長
補
佐
級
〉
1
9
人

▼
企
画
人
事
課
東
京
事
務
所
長
（
農

林
課
副
参
事
林
政
農
災
係
長
）
樋
ロ

一
雄
　
▼
議
会
事
務
局
次
長
（
企
画

人
事
課
副
参
事
広
域
行
政
担
当
）
桑

原
功
　
▼
総
務
課
長
補
佐
文
書
統
計

係
長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

書
記
（
庶
務
管
理
課
長
補
佐
庶
務
管

理
係
長
）
鈴
木
勝
司
　
▼
税
務
課
長

補
佐
管
理
収
納
係
長
（
社
会
福
祉
事

務
所
次
長
）
宮
澤
萬
平
　
▼
市
民
生

活
課
長
補
佐
国
保
係
長
（
議
会
事
務

局
次
長
）
保
坂
功
　
▼
健
康
福
祉
課

長
補
佐
社
会
福
祉
事
務
所
次
長
（
税

務
課
長
補
佐
管
理
収
納
係
長
）
宮
新

一
　
▼
下
水
道
課
長
補
佐
施
設
管
理

係
長
（
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
長

補
佐
・
克
雪
維
持
係
長
）
須
藤
健
二

▼
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
長
補
佐
（
地
域

開
発
室
長
補
佐
用
地
対
策
係
長
）
上

村
良
一
　
▼
庶
務
管
理
課
長
補
佐
庶

務
管
理
係
長
（
総
務
課
副
参
事
管
財

係
長
）
保
坂
雅
男
　
▼
学
校
教
育
課

長
補
佐
学
校
教
育
係
長
（
保
健
衛
生

課
長
補
佐
国
保
係
長
）
上
村
松
雄

▼
博
物
館
副
館
長
（
市
史
編
さ
ん
室

長
補
佐
）
丸
山
克
巳
　
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
副
参
事
次
長
（
文
化
財
課

長
補
佐
・
博
物
館
副
館
長
）
熊
木
剛

▼
市
民
生
活
課
副
参
事
市
民
係
長

（
税
務
課
副
参
事
資
産
税
係
長
）
西

野
繁
　
▼
市
民
生
活
課
副
参
事
国
民

年
金
係
長
（
市
民
課
年
金
係
長
）
涌

井
ミ
チ
　
▼
健
康
福
祉
課
副
参
事
下

条
保
育
所
長
（
社
会
福
祉
事
務
所
副

参
事
高
山
保
育
所
長
）
太
田
梅
子

▼
建
設
課
副
参
事
監
理
係
長
（
社
会

福
祉
事
務
所
副
参
事
高
齢
福
祉
係

長
）
上
村
睦
男
　
▼
建
設
課
副
参
事

用
地
係
長
（
農
林
課
副
参
事
総
合
整

備
係
長
）
春
日
勝
　
▼
リ
ゾ
ー
ト
推

進
室
副
参
事
リ
ゾ
ー
ト
推
進
係
長

（
地
域
開
発
室
副
参
事
地
域
開
発
係

長
）
村
山
潤
　
▼
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
副
参
事
次
長
（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
次
長
）
長
津
一
男

〔
退
職
者
〕
1
6
人
（
3
月
31
日
付
）

▼
大
島
紘
一
（
学
校
教
育
課
長
…
新

潟
県
教
育
委
員
会
へ
転
出
）
　
▼
吉

澤
登
美
雄
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
星
野
元
一
（
情
報
館
建
設
準
備
室

長
）
　
▼
佐
藤
正
雄
（
建
設
課
長
）

▼
大
渕
英
雄
（
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）

▼
丸
山
富
士
郎
（
下
水
道
課
長
）

▼
池
田
庄
平
（
総
務
課
参
事
工
事
検

査
員
）
　
▼
梧
澤
幸
吉
（
企
画
人
事

課
副
参
事
）
　
▼
小
川
周
策
（
総
務

課
長
補
佐
文
書
統
計
係
長
…
十
日
町

市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
へ
転
出
）

▼
根
津
建
一
（
公
民
館
川
治
地
区
館

長
補
佐
・
六
箇
地
区
館
長
補
佐
）

▼
三
谷
和
子
（
水
道
局
事
務
係
主
査
）

▼
永
井
春
恵
（
保
健
衛
生
課
保
健
衛

生
係
保
健
婦
）
　
▼
高
橋
袈
栄
治
（
企

画
人
事
課
用
務
員
）
　
▼
桑
原
ユ
キ

エ
（
十
日
町
小
学
校
主
任
給
食
調
理

員
）
　
▼
玉
村
三
代
一
（
吉
田
小
学

校
用
務
員
）
▼
太
田
良
作
（
西
保
育

所
用
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
1
日
付
）

〈
課
長
級
〉
1
人

▼
組
合
事
務
局
企
画
振
興
課
長
（
十

日
町
市
税
務
課
長
）
三
谷
尚

〈
課
長
補
佐
級
〉
4
人

▼
十
日
町
市
へ
（
組
合
事
務
局
総
務

課
長
補
佐
企
画
振
興
係
長
）
桑
原
功

▼
松
代
分
遣
所
長
（
小
隊
長
）
真
霜

万
作
　
▼
小
隊
長
（
予
防
課
危
険
物

係
長
）
根
津
征
吉
　
▼
松
之
山
分
遣

所
長
（
津
南
分
遣
所
副
所
長
）
尾
身

誠
司

　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
1
日
付
）

〈
課
長
級
〉
1
人

▼
事
務
局
参
事
次
長
業
務
第
一
係
長

（
十
日
町
市
総
務
課
長
補
佐
文
書
統

計
係
長
）
小
川
周
策

〔
退
職
者
〕
2
人
（
3
月
31
日
付
）

▼
梧
澤
幸
吉
（
事
務
局
次
長
業
務
第

一
係
長
…
十
日
町
市
へ
転
出
）

▼
高
橋
袈
栄
治
（
事
務
局
業
務
第
一

係
作
業
員
…
十
日
町
市
へ
転
出
）
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・
、
！行

政
改
革
、
市
民
本
意
の
行
政
サ
且
ビ
ス
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
～
各
種
申
請
書
へ
の
押
印
、
大
幅
に
廃
止
～

　
市
で
は
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
各
分
野
ご
と
の
行
政
改

革
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
昨
年
4
月
に
六
つ
の
行
政
改
革
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
委
員
会
で
は
検
討
し
た
結

果
を
昨
年
9
月
に
小
川
徳
久
行
政
改
革
推
進
本
部
長
（
市
助
役
）
に

報
告
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
検
討
委
員
会
の
報
告
を
基
に
4
月

1
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
行
政
改
革
の
う
ち
、
押
印
廃
止
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

全
庁
を
対
象
に
見
直
し

　
印
鑑
行
政
に
象
徴
さ
れ
る
申
請
書

等
の
押
印
の
意
味
を
改
め
て
見
直
し
、

不
要
な
も
の
は
大
胆
に
廃
止
し
て
市

民
本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と

事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
を
前
提
に
検
討
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
対
象
は
市
民
（
行
政
内

部
も
含
む
）
か
ら
提
出
さ
れ
る
各
種

申
請
書
で
規
則
、
規
定
、
要
綱
な
ど

で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
任
意

で
定
め
て
い
る
も
の
す
べ
て
と
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
全
課
を
対
象
に
、
申
請
書
の

洗
い
出
し
と
押
印
廃
止
の
可
否
に
つ

い
て
の
検
討
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
6
回
の
委
員
会
（
押
印
廃
止

検
討
委
員
会
）
を
開
き
、
様
式
1
件

ご
と
に
4
人
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、
押
印
の
可
否
を
決

定
。
4
人
の
意
見
が
異
な
る
も
の
は

合
同
で
審
査
し
、
さ
ら
に
各
課
か
ら

聞
き
取
り
を
行
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。

1
2
9
件
の
廃
止
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請

　
　
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

　
　
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
直
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

　
　
見
　
　
　
　
　
　
　
様

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
各

　
　
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

↓
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

表
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
検
討
の
結
果
、
国
・
県
の
法
令
等

で
押
印
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
等

の
除
外
様
式
を
除
く
1
8
5
件
の
具

体
的
見
直
し
対
象
に
対
し
、
1
2
9

件
の
押
印
廃
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

受理欝数 押闘廃進慾 改善率
押騨廃謹

添　　可

様載

繰数 185件 129件 69．7％ 56件

受理

傑数
151，533件 136，731件 90．2％ 14，802件

廃
止
項
目
の
中
に
は
、
特
に
市
民
生

活
課
、
健
康
福
祉
課
な
ど
市
民
に
直

結
し
た
受
理
件
数
の
多
い
申
請
に
つ

い
て
の
押
印
廃
止
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
（
表
1
参
照
）

　
ま
た
、
今
回
の
押
印
廃
止
の
検
討

結
果
は
あ
く
ま
で
も
第
一
段
階
で
、

今
後
は
国
・
県
の
法
令
等
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
も
、

廃
止
に
対
し
て
の
積
極
的
な
要
望
を

行
い
、
見
直
し
を
行
う
考
え
で
す
。

具
体
的
な
項
目

（
受
理
件
数
の
多
い
も
の
を
掲
載
）

〈
市
民
生
活
課
〉

①
戸
籍
謄
本
・
抄
本
等
の
申
請
書
（
た

　
だ
し
押
印
を
廃
止
す
る
の
は
本
人

　
と
親
族
の
み
で
、
そ
の
他
の
人
は

　
印
鑑
が
必
要
）

②
住
民
票
交
付
（
閲
覧
）
申
請
書

③
住
民
異
動
届
（
た
だ
し
②
・
③
で

　
押
印
を
廃
止
す
る
の
は
本
人
と
同

　
一
世
帯
者
の
み
で
、
そ
の
他
の
人

　
は
印
鑑
が
必
要
）

④
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
申
請
書

〈
健
康
福
祉
課
〉

①
予
防
接
種
予
診
票

②
麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防
接
種
申
込

　
書

③
乳
児
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申
請

　
書

④
妊
娠
届
出
書

⑤
認
可
保
育
所
入
所
申
請
家
庭
調
査

　
票

⑥
居
残
り
保
育
申
込
書

⑦
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
申

　
請
書

〈
1
階
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
2
階
〉
　
　
　
、
　
　
　
〈
3
階
〉

▼ 　　　w■
　
　
　
一

福祉課

〔鶉〕

　　　　　税　　務　　課　　　　　　会　計　課

健　　康

収入役室

銀行派出所

田珊　　國冊田市民ホール覆
　　　　　　　　　（総合案内図）
　　　　　　1．．臼－

市民生活課

←総合案内

社会福祉

協議会
行市
政民
相相
談談
室室

高年齢者
職業相談室

　↑
正面玄関

企　　　人企
画　　　事
室　　　課画

リゾート推進室

助　役　室 市　長　室 小会議室 水　道　局

資　料　室

建　設　課

一

難 田冊　〔轟「圓轟／冊］

総　務　課

　農業委員会
　事　務　局

コピー室
O
A
室

電
話
交
換
室

イ言

濃
刀
i
奮
斥
文
寸
策
室

克雪・利雪

対　策　室

教　　育

委員会
事務局

土　　地

改良区

農林課

教
育
長
室

全員協議会室
議
長
室

議
会
事
務
局

議
場

皿㎜　〔轟□鋼　巖〕冊到

事監
査

務委

局員

議員控室
兼応接室

委第
員3

会
室

委第
員2

会
室

委第
員1

会
室
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議　　　　　　灘　　　　灘　　　雛　灘難　　縷轍

会　　　　　漿　　　繕　　繊　霧欝繊鑛雛

■
事

務

局
（
局
曇
大
関
和
夫
次
長
H
桑
原
功
）
…
…
…
議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理
、
会
議
録
の
作
成

　　　
「「企
皇企画
泉
事画人

務事
所室課

　ロ「一総
工

事

検務
査

員課

■
税

務

課

■
市
民
生
活
課

■
健
康
福
祉
課

　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

■
農

林

課

■
商
工
観
光
課

■
建

設

課

克
雪
利
雪
対
策
室

醗
響
難
〕
占
雛
鰍
灘
赫
轍
譜
監
雛
縮
政
鰻
庁
、
嘩
任
免
服
贅
給
与
等
全
般

（
室
長
”
竹
内
増
蔵
）
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
総
合
企
画
調
整
、
事
務
改
善
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
、
広
域
市
町
村
圏
、
高
等
教
育
機
関
誘
致
、
国
土
利
用
計
画

（
所
長
H
樋
口
一
雄
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
－
…
…
…
中
央
機
関
と
の
連
絡
調
整
・
情
報
収
集
、
物
産
及
び
観
光
の
紹
介
・
宣
伝

〔
礫
鋪
杣
難
〕

（
検
査
員
H
中
沢
　
　
宏
）

　
　
総
務
管
理
係
…
－
市
政
事
務
嘱
託
員
、
防
災
、
庁
舎
管
理

　
　
文
書
統
計
係
…
…
市
議
会
議
案
、
例
規
審
査
、
文
書
収
受
・
発
送
、
統
計

　
　
財
　
　
政
　
　
係
…
－
予
算
編
成
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、
建
設
工
事
契
約
、
庁
用
物
品
購
入

　
　
管
財
係
…
…
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
を
除
く
）
の
取
得
・
管
理
、
土
地
開
発
基
金

…
…
…
…
－
…
…
・
…
…
…
…
…
…
各
種
工
事
の
履
行
・
確
認
・
検
査

〔
礫
繭
灘
轡
轟

〔
礫
総
遥

〔
礫
辱
新
維
〕

〔
礫
瀦
壁
〕

産民理

　　収
税税納

係
…
－
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
、
納
税
組
合
、
税
に
関
す
る
証
明
書
等

係
…
－
市
民
税
の
賦
課
、
農
業
所
得
標
準

係
…
－
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
特
別
土
地
保
有
税
・
軽
自
動
車
税
等
の
賦
課

市
民
係
…
…
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
証
明
、
市
民
相
談
、
人
権
擁
護
委
員
、
自
衛
官
募
集

国
民
年
金
係
…
…
国
民
年
金
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

国
　
　
保
　
　
係
…
－
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

生
活
環
境
係
…
…
交
通
安
全
、
交
通
災
害
共
済
、
環
境
保
全
、
公
害
、
ご
み
減
量
化
、
消
費
生
活
、
防
犯
協
会

保
健
予
防
係
…
－
伝
染
病
予
防
、
医
療
対
策
、
精
神
保
健
、
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係
…
－
健
康
づ
く
り
、
母
子
・
成
人
・
老
人
保
健
、
機
能
訓
練

児
童
家
庭
係
…
－
児
童
福
祉
、
保
育
料
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保
護
司
、
家
庭
相
談
員
、
地
域
福
祉
基
金

高
齢
福
祉
係
…
…
高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
、
高
齢
者
団
体
育
成

障
害
援
護
係
…
－
生
活
保
護
、
身
体
障
害
・
精
神
薄
弱
児
者
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
旧
軍
人
関
係

保
　
　
育
　
　
所
…
－
鐙
島
・
高
山
・
川
治
・
下
条
・
西
・
北
原
・
水
沢
保
育
所
、
つ
く
し
園

農
業
振
興
係
…
－
農
業
・
水
産
業
振
興
全
般
、
後
継
者
対
策
、
農
業
資
金
、
畜
産
対
策

林
政
農
災
係
…
・
－
農
林
災
害
復
旧
、
治
山
、
林
道
、
森
林
公
園
、
入
会
林
野

農
地
計
画
係
…
・
－
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
計
画
・
調
査

農
地
整
備
係
…
－
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
実
施

総
合
整
備
係
…
－
農
村
総
合
整
備
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
農
道
整
備
、
か
ん
が
い
排
水
事
業

〔
礫
難
纐
占
舗
エ
楼
騨
麺
麟
讃
塾
墜
．
膿
纈
麺
蒜
鋤
労
者
福
祉
対
策

〔
礫
雑
難
〕

用都土監
　市

地計木理

　
係
・
…
－
市
道
認
定
・
廃
止
、
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
管
理
、
道
路
占
用
、
建
設
団
体

　
係
…
…
道
路
・
橋
梁
の
新
設
・
改
良
・
舗
装
、
河
川
改
修
、
土
木
災
害
復
旧

画
係
…
－
都
市
計
画
、
街
路
・
公
園
事
業
、
児
童
遊
園
地
管
理
、
ほ
く
ほ
く
線
駅
前
広
場
管
理

　
係
…
…
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
取
得

〔
籍
一
昭
〕
占
灘
唾
離
蕪
一
縁
縫
擁
畢
朗
無
の
難
罐
禮
鑛
彗
．
翠
騒
源
対
策

「
事
　

携
　

系
…
：
…
…
…
…
：
下
衣
首
事
裳
D
足
佳
』
、
受
益
者
象
旦
金



教育委員会

局務事教育機関

選
挙
管
理
委
員
会

監
　
査
　
委
　
員

農
業
委
員
会

■
下
　
水
　
道
　
課

■
区
画
整
理
課

■
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

■
会

■
水

計道

課局

．
暫
”
得
璽
」
己
野
欝
讐
一
一
一
蕪
蘇
建
警
権
縫
灘
艶
譲
嚢
鋼
麓
搬
砒
議

礫
離
俊
勤
占
巽
鱗

〔室
長
”

補
佐
．

〔
礫
…

池山　上小
田田　村川

信正良徳
子毅一久
一　　　　　

一

「二

係
・
…
－
土
地
区
画
整
理
事
業
（
駅
西
）
、
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道
路
事
業
、
土
地
区
画
整
理
組
合
の
指
導

係
…
…
土
地
区
画
整
理
事
業
（
西
本
町
）
、
街
並
み
・
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

リ
ゾ
ー
ト
推
進
係
…
…
リ
ゾ
i
卜
開
発
の
企
画
・
調
査
・
調
整
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
用
地
対
策

〔
穰
蝋
隔
韓
蟻
〕

　　■　　　■

「学　庶
学

校校　務
婁教管
蕎育理
彊課課
場

革灘醸
央．．．．．．一一

場上渡山保波長
・村部田坂形
小松則裕雅卯
山雄夫信男二
晃　　　　一

出
　
　
納
　
　
係
…
－
現
金
の
出
納
、
小
切
手
の
振
出
、
会
計
伝
票
整
理
、
決
算

浄維建事
配

水持設務
場

係
…
－
・
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
算
定
・
徴
収

係
…
…
水
道
拡
張
工
事
、
給
水
工
事
の
施
工

係
…
－
送
配
水
管
の
維
持
管
理
、
水
量
・
水
質
対
策
、
水
道
工
事
申
込
受
理

係
…
－
取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理

■
社
会
教
育
課

■
体

育

課

■
文
　
化
　
財
　
課

■
情
報
館
建
設
準
備
室
（
室
曇

■
公

■
博

民物

館館

〔課
長
”

補
佐
”

〔
礫

（
課
長
”

庶
務
管
理
係
…
－
学
校
施
設
の
建
設
・
整
備
、
教
育
財
産
の
取
得
・
処
分
、
教
員
住
宅

　　聾饗餐

風小矢
間林口
栄宏辰
光行幸
　一饗＋］

　地事事

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

目
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、

■
事
　
　
務
　
　
局

■
事
　
　
務
　
　
局

■
事
　
　
務
　
　
局

（
局
長
H

（
局
長
H

（
局
長
H

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
係
…
－
就
学
事
務
、
教
科
書
の
採
択
、
奨
学
金
、
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　
一
水
沢
場
長
“
富
井
一
男
）
…
学
校
給
食
の
調
理
・
配
送

儲
馨
社
会
教
育
係
…
社
会
教
六
目
の
企
画
・
立
案
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
管
理

騨
田
鰐
体
育
係
…
社
会
体
育
施
設
の
設
置
・
管
理
、
体
育
団
体
の
育
成
・
指
導

風
間
栄
光
・
凸
競
騨
、
一
聯
醗
翻
縫
置
鍵
。
藩
嘱
刀
剣
類
の
登
録
事
務

宮
沢
孝
美
）
　
　
情
報
館
建
設
準
備
係
…
－
情
報
館
の
建
設
、
図
書
等
の
選
定
・
購
入
・
整
理
、
情
報
館
シ
ス
テ
ム
の
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
　
　
係
…
・
－
施
設
の
使
用
・
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
係
…
－
各
種
学
級
・
講
座
の
開
設
、
図
書
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
公
民
館
…
－
中
条
・
川
治
・
六
箇
・
吉
田
・
下
条
・
水
沢
・
飛
渡

風
間
栄
光
副
館
長
”
丸
山
克
巳
￥
…
…
．
博
物
館
の
運
営
・
維
持
管
理
、
展
示
会
の
開
催
・
資
料
の
収
集
●
保
管

　
　
　
　
　
　
（
所
長
”
田
臼
村
邦
夫
）
－
－
－
…
施
設
の
使
用
、
講
座
の
開
設
、
ク
一
フ
ブ
活
動
の
奨
励
、
青
少
年
健
全
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
…
…
…
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
、
理
科
教
育
の
振
興
・
専
門
的
調
査
研
究
、
小
学
校
1
9
（
ほ
か
分
校
2
）
、
中
学
校
6

村
山
正
隆
）
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
選
挙
の
管
理
・
執
行
、
選
挙
啓
発

生
越
　
　
誠
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
市
政
執
行
に
つ
い
て
の
監
査
、
公
平
委
員
会

樋
熊
幸
治
次
長
”
熊
木
　
剛
）
…
…
…
…
農
地
転
用
、
農
業
者
年
金
、
出
稼
ぎ
者
対
策



鶴
鵜

　
　
　
　
　
癖

．
顛
．

嚢懸難
難

撫

睡
錨
醐
鯉
羅
灘

聯
．
繊
驚

　
難
、
藝

　一緒にライブを、

新規会員大募集中です。

結集当時からのバントFOUR　ROSES（平成8年、小千谷市でのライブに出演）
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係盈57－3111内線213へ。

　RAIN　DROPSは、主に市内を中心としたアマチュアバン　　岡のバンドの団体との間でお互いのライブに行き来したり

ドが結集した団体です。10年ほど前、バンドを組んでいて　　するようにもなりました。

も発表する機会が少ないこの土地で、「我々の力でライブを　　　現在の活動としては、主に2か月に1回のぺ一スでクロ

やろう！」と多くのバンドが集まり旗揚げされました。こ　ス10を会場に、飲み食いできるライブハウス的な雰囲気で

の間、盛り上がりを見せたこともあれば、一方バンドの数　ライブを行っています。今年の予定は6月1日、7月20日、

　　　　　　　　　　　　　が減って存続の危機もありま　　10月19日、12月21日（いずれも日曜日、クロス10）となっ

　　　　　　　　　　　　　したが、とにかくライブを続　　ています。あとは月1度のミーティング、飲み会もたまに

　　　　　　　　　　　　　けてきました。　　　　　　　　やっています。

　　　　　　　　　　　　　　最近では、若手のバンドが　　　目下、参加バンド（もちろんソロでも）を大募集してい

　　　　　　　　　　　　　いくつか参加するようになり、　ます。ライブをやりたいという気持ちさえあれば、それで

　　　　　　　　　　　　　バンドの数も増え、お互いほ　　OKです。またバンドを組みたいがメンバーが見つからな

　　　　　　　　　　　　　ど良くライバル意識を持ちな　いという人も顔を出してみませんか。現にそうして出来た

　　　　　　　　　　　　　がら各バンドが交流しながら　　バンドもいくつもあります。「雨だれは、長い年月をかけて

　　　　　　　　　　　　活動しています。また、ここ　大きな石に穴を開ける」そんな気持ちで付けたRAIN

会長率いるノ寸ンド　　　　　数年・南魚沼から参加してく　DOROPSです・問い合わせは・代表：山田忠（智57－0124）・

　　　「おけっっ」　　　　るバンドが増えてきたり、長　　会長：村山正洋（盈63－3599）へ。

●
鞭
籔
懇
態
　
激
聾
鷺
離
雛
翻
響
鞠
馨
融
＞
難
嬉
懸
欝
撫
懸
鑛
灘
の

騨麟麹篠麟鱒●鱒

川ε醐．

材料（4人分）
イワシ（中くらい）…4尾

卵…1イ固

片栗粉…大さじ2強
サラダ油…大さじ2強

塩・こしよう…少々

｛
　レタス…4枚
　トマト…1個
　ノマtzし1…　4枝

◎
㊤
イ
ワ
シ
の
ピ
カ
タ

黛
　
る
の
が
好
き
　
で

O
す
よ
．
ス
パ
ー
で
あ
れ
こ
れ
と
材

轡
料
を
見
て
回
る
の
も
楽
し
い
で
す

繭
　
　
ね
。
公
民
館
本
館
の
「
男
の
料
理
」

　
　
に
通
っ
て
い
ま
す
の
で
レ
パ
ー
ト

　
　
リ
ー
も
増
え
ま
し
た
。
紹
介
す
る

醐
　
　
ピ
カ
タ
は
私
の
お
薦
め
品
で
す
。

　
　
ア
ジ
や
サ
ン
マ
￥
ま
た
豚
肉
、
．
と

O
り
肉
で
も
で
き
ま
す
．

鞭　
　
〈
作
り
方
〉

　
　
①
イ
ワ
シ
は
頭
を
手
で
取
り
、
手

　　　　㊤　　　o　難難●馨

②
手
開
き
し
た
イ
ワ
シ
に
塩
、
こ

　
し
ょ
う
を
し
て
1
0
分
～
1
5
分
ほ

　
ど
お
き
￥
出
た
水
気
を
ク
ツ
キ

ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
よ
く
ふ
き
と

　
る
。

③
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
．
と
き
卵
を

　
つ
け
て
、
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン

　
に
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
い
て
焼
く
。

　
※
イ
ワ
シ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
並

　
べ
る
時
は
弱
火
に
し
て
￥
こ
げ

　
な
い
よ
う
に
じ
つ
く
り
と
焼
く

　
こ
と
。

④
お
皿
に
レ
タ
ス
￥
ト
マ
ト
￥
パ

　
セ
リ
と
と
も
に
盛
り
付
け
て
￥

　
出
来
上
が
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
事

　太田四郎さん
（田中町本通り盈52－3257）

⑪鱒磯顛『鱒　　　　　　　　　糠　　　　　鰯　磯⑭騰

轟コ謡誹講綴、縮魑　そ唇￥癖
課広報広聴係費57．3111内線213へ。　　　　　￥ノマ　　　く

飼》頃●態醐馨繭㊤◎

9
罷
蓼
盈
唇
芝
O
馨
縷
鶏
璽
〉
、
乏
◎
騒
色
》

70



じようずに

描けたね〃

⑭下条保育所

　　　たつき
水落　樹くん
　　（5歳）

一
凝

、
8

んだよ。ぼ

大きくなっ

になりたい

ぞ。

羅礁．翻幽
　自分の家と車を描いた

くは車が大好きなんだ。

たらダンブカーの運転手

な。船だって描けるんだ

鞭鹸微締写

藩
難熱

織

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
代
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
良
い
生
徒
。
で
も
時
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
良
く
な
い
生
徒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
か
ら
、
し
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

本気の本音
膨触、蟹から⑳へ

こ
と
が
で
き
な
い
わ
。
そ
う
、
宿
題
も
忘
れ
ず

に
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
歴
史
、
習
慣

も
勉
強
し
て
、
私
の
国
の
子
供
た
ち
と
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
、

一
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て
ね
。

鶴　
　
　
　
先
生
は
美
人
だ
し
、
優
し
い
で
す
。

　
　
　
日
本
語
も
と
て
も
上
手
に
な
っ
た

し
、
授
業
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

宿
題
を
さ
ぼ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

う
ー
ん
、
先
生
が
注
意
す
る
こ
と
は
ダ
イ
エ
ッ

ト
か
な
。
健
康
の
た
め
に
も
、
先
生
も
が
っ
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

私
も
英
会
話
が
ん
ば
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。

日
本
に
来
て
今
年
6
月
で
丸
6
年
に
な
る
口
ー
ラ
・
モ
ル
ト
さ
ん
（
エ
リ
ア
・
ド
ゥ
2
1
英
会
話
の

先
生
）
、
通
い
始
め
て
2
年
目
に
な
る
高
橋
佳
代
さ
ん
（
十
高
2
年
・
本
町
東
1
）
で
す
。

藷　　　灘灘鱗　　iおにいちやんと妹と家で花火をし棺山蝕ちゃん
の　　　慧継　　　iている絵嵐おに栂ちやんが火を　（5歳）

　　　　　　　　　　　　　　　・　㌦一　　　　　　　　・　付けてくれるの。夏になると笛日花
　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。　　　　　　　　●
　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係暦57－3111内線213へ．　　　　3　火をするんだよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

璽

難
蝋

　
生
ま
れ
は
伊
達
、
呉
服
屋
の
次
女

で
す
。
兄
弟
は
女
4
人
、
男
2
人
の

6
人
で
全
員
健
在
で
す
。
尋
常
小
学

校
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
、
太
田
島
や

鍬
柄
沢
に
父
の
手
伝
い
で
古
着
を
売

り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
み

な
が
わ
（
呉
服
を
包
む
風
呂
敷
）
に

古
着
を
詰
め
、
父
が
荷
車
を
引
き
私

は
弟
を
お
ぶ
っ
て
付
い
て
行
き
ま
し

た
。
缶
が
ら
を
た
た
い
て
人
集
め
を

す
る
の
が
私
の
仕
事
で
し
た
。

　
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
身
長
が

足
ら
な
く
て
半
年
ほ
ど
子
守
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
秋
に
名
古
屋
の
「
近

藤
紡
績
」
に
就
職
し
ま
し
た
。
母
親

保坂八ルさん
（土市3）77歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3川内線213へ。

は
反
対
し
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

も
行
き
た
く
て
。
人
か
ら
は
「
監
獄

の
よ
う
だ
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
す

が
、
実
際
に
は
先
輩
・
後
輩
の
礼
儀

作
法
を
覚
え
ら
れ
た
り
、
子
供
な
が

ら
に
我
慢
す
る
こ
と
を
覚
え
ら
れ
た

り
と
け
っ
こ
う
た
め
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
6
年
の
満
期
を
も
ら
っ
て

帰
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。

　
数
え
2
4
歳
（
昭
和
1
8
年
1
2
月
）
、
親

同
士
の
決
め
事
で
保
坂
の
家
に
嫁
に

き
ま
し
た
。
戦
時
中
で
ず
い
ぶ
ん
苦

労
し
ま
し
た
。
子
供
を
3
人
連
れ
て

実
家
に
行
く
と
、
「
そ
こ
ぬ
け
（
腹
す

か
し
）
が
来
た
か
ら
」
と
、
た
く
さ

ん
食
べ
さ
せ
て
も
ら
い
、
湯
に
入
ら

せ
て
も
ら
い
帰
っ
た
も
の
で
す
。
そ

う
そ
う
、
サ
ツ
マ
芋
を
つ
な
ぎ
に
使

っ
た
「
こ
ぬ
か
」
の
あ
ん
ぼ
を
食
べ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
は
近
所
の
友
達
と
毎
日
の
よ
う

に
茶
飲
み
話
を
し
て
い
ま
す
。
津
南

の
湯
に
入
り
に
行
く
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
よ
。
友
人
と
の
茶
飲
み
話
は
ボ

ケ
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
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た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

リ
し
3
月
習
㈹
か
ら
鏑
問
奈
良
市
立
六
条
小
緩

ク
憾
4
年
の
畜
龍
海
く
ん
が
＋
日
町
市
を
訪
れ
ま
し
た

ッ
な
老
田
く
ん
は
社
会
科
の
授
業
で
＋
日
町
市
を
勉
強
し
、

ビ
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
一
人
で
訪
問
し
た
も
の
で
す
・
北

で
き
陸
本
線
と
開
通
し
蔭
か
り
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
を
乗

切
好
り
継
ぎ
＋
日
町
駅
こ
致
着
・
市
役
所
を
訪
問
し
た
後
建

槻
沃
設
課
の
職
員
に
案
製
れ
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
や
当
間
高

カ
カ
　
　
　
　
　
　
ヤ

人
町
原
耐
篇
灘
韓
鞭
能
謄
ど

の
日
　
　
　
　
　
　
　
】

町
十
う
し
て
も
一
度
見
て
み
た
ヤ
と
思
い
球
％
た
．
来
て
み

　
　
　
　
た
ら
奈
良
よ
り
ち
ょ
っ
と
寒
い
く
ら
ヤ
　
で
も
雪
は
予

　
　
　
　
想
以
上
に
多
か
っ
た
。
町
の
人
が
み
ん
な
親
切
で
ビ
ッ

　
　
　
　
ク
リ
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

、

、
》
　
　
　
　
第
1
6
回
日
本
民
謡
舞
踊
大
賞
が
3
月
2
3
日
㈲
、
東
京

力
場
の
国
立
劇
場
大
劇
場
で
開
讐
れ
・
＋
日
町
市
舞
踊
協

会
出
会
が
「
神
楽
広
大
寺
」
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
・
今
回

酪
蜂
の
コ
ン
解
部
門
に
拮
団
体
－
百
人
が
出
場
』

鯉
鰯
鋸
讐
覇
　
麟
齢
陥
袈

丁
広
決
定
し
ま
し
た

甲
楽
　
今
回
3
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
＋
日
町
市
舞
踊
協
会

　
　
申
　
ま
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
全
審
査
員
か
ら

十
倖
ー
　
　
　
　
】

　
　
　
　
技
術
的
に
非
常
に
高
し
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
庭
野
春
枝
十
日
町
市
舞
踊
協
会
長
は
「
今
後
も
古
典
芸

　
　
　
　
能
を
ひ
っ
さ
げ
て
出
場
し
、
大
賞
を
目
指
し
て
が
ん
ば

　
　
　
　
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

獺

スポツト議

フフー辺レ・ロメロ

　　First，I　would　Iike　to　give　my　humblest　congratula－

tions　to　my　third　year　students　for　recently　graduating

high　school．I　want　to　wish　them　the　best　of　Iuck　in　their

future！

　　During　the　break，l　want　to　take　a　snowboarding

trip　to　Hokkaido，because　Spring　is　coming　soon，and　l

wi”not　be　able　to　snowboard　for　a　Iong　time．However，

l　am　ready　to　welcome　the　spring　for　this　was　the　longest

and　coIdest　winter　l　have　ever　had．

　　l　am　excited　for　summer，because・my　father　is

coming　to　Japan　to　visit　me．l　am　boking　forward　to

traveIing　Japan　with　my　dad．lt　wi”be　his　first　time　in

Japan．So　come　on　spring！l　am　tired　of　wearing　Iong

pants　and　heavy　jackets．I　want　to　go　to　the　beach　and

lay　in　the　sun　and　go　surfing　once　again！

、

胸卜¢5⑳

最初に、私の受け持ちの卒業生たちに、心から「おめで

とう」といいたいです。皆さんのすばらしい未来をお祈り

しています。

春休みには、北海道ヘスノーボードをしに行きたいと思

っています。もう春はそこまで来ていて、しばらくはスノ

ーボードもできなくなるからです。でも、この冬は私にと

って一番長くて寒いものだったので、春が来るのが待遠じ

いです。

夏にもわくわくする予定があります。父が、私に会いに

日本に来るからです。一緒に日本を旅行するのを楽しみに

しています。父も初めての日本です。さあ、春よ来い！も

う分厚いジャケットや長いズボンには飽き飽きです。また

海に行って日光浴やサーフィンをしたいな！
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き難
，
・

麟
ド講

インターネットを活用した

地域振興策を提言

　
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
協
議
会
総
会
が
、
3

月
2
6
日
㈱
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
、
一
年
間
の
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
報

告
書
が
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
、
来
年
度
以
降
も
引
き
続

き
調
査
研
究
を
継
続
さ
せ
、
地
域
情
報
基
盤
推
進
事
業

と
し
て
、
妻
有
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
支
援
な
ど
を

行
う
こ
と
が
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
的
実
践
者
で
あ
る
、

群
馬
県
桐
生
広
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
議
会
の
6
人
の

メ
ン
バ
ー
（
歯
科
医
師
・
市
議
会
議
員
・
市
職
員
な
ど
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
す

　
　
ま
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
．
ジ
ン
バ
ブ

ニ
・
え
エ
に
派
遣
さ
れ
る
星
野
一
夫
さ
ん
（
2
5
歳
・
栄
町
）
が

煽
教
3
月
31
日
⑬
本
田
市
長
に
赴
任
の
あ
い
さ
つ
に
訪
れ

た
を
ま
し
た
・
星
野
さ
ん
は
筑
波
大
学
の
体
育
専
門
学
群
を

供
み

子
し
平
成
7
年
3
月
に
卒
業
大
学
時
代
か
ら
抱
い
て
い
た

で
楽
海
外
で
の
述
フ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
の
夢
を
実
現
し
よ
う
と

露
昨
縷
九
工
鮮
謄
縫
獣
子
供
た

の
一
ち
に
陸
上
競
技
や
水
泳
を
中
だ
各
種
運
動
を
蓼
蚤

聚
｝
フ
ー
カ
の
子
供
た
ち
は
潜
在
能
力
が
高
い
の
で

　
　
　
　
教
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
派
遣
期
間
は
2
年
、
今
月
8
日
㈹
に
元
気
に
成
田
空
港

　
　
　
　
を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

問
保
保
奮

●

正
し
い
食
生
活
を

　
豊
富
な
食
品
で

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
予
防

　
生
活
習
慣
病
を
効
果
的
に
予
防

し
、
健
康
な
体
を
保
つ
に
は
、
よ
い

習
慣
を
身
に
付
け
、
た
ん
ぱ
く
質
や

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養

素
を
過
不
足
な
く
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
外
食
の
多
い
人
は
ど
う
し
て
も
偏

食
に
な
り
や
す
い
の
で
、
家
庭
の
料

理
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
家
庭
で
の
規
則
正
し
い
食
事
を
心

が
け
、
3
0
品
目
ぐ
ら
い
は
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
は
い
つ
も
腹
八
分
目

　
昔
か
ら
「
腹
八
分
目
医
者
い
ら
ず
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め

に
は
、
む
し
ろ
少
し
空
腹
く
ら
い
が

理
想
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
私
た
ち
は
数
多
く

の
食
品
に
囲
ま
れ
、
飽
食
の
時
代
で

す
。
逆
に
昔
の
人
の
よ
う
に
体
を
使

う
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、
普
段
か
ら

好
調
時
の
体
重
と
比
較
し
て
チ
ェ
ッ

ク
し
た
い
も
の
で
す
。

　
食
物
繊
維
で
が
ん
予
防

　
食
物
繊
維
は
大
便
の
か
た
さ
を
増

し
、
腸
内
で
作
ら
れ
る
有
害
物
質
を

弱
め
る
働
き
を
し
て
、
便
通
を
よ
く

す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
腸
が
ん

の
危
険
度
を
低
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
食
物
繊
維
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
く
、

ら
い
食
べ
る
と
い
い
の
か
は
、
ま
だ

は
っ
き
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い

る
適
量
は
、
一
日
当
た
り
2
0
～
3
0
9

程
度
が
目
安
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
一
度
に
と
り
過
ぎ

た
り
、
大
量
に
と
り
続
け
て
い
く
と
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
吸
収
障
害

な
ど
が
生
じ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
脂
肪
を
減
ら
し
心
臓
病
予
防

　
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
は
、
心
臓
病
・

大
腸
が
ん
な
ど
の
原
因
に
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
動
物
性
脂
肪
と
植
物
性
脂
肪
の
と

り
か
た
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
1
対
1
が

理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
口
に
脂

肪
と
い
っ
て
も
、
魚
や
肉
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
理
に
用
い
る
バ

タ
ー
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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か
け
ま
せ
ん
か

4
月
「
子
供
映
写
会
」

笏
日
時
H
4
月
2
6
日
ω
午
前
1
0
時
～
笏
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
纏
内
容
H
ね
ず

み
の
チ
ャ
ッ
プ
・
り
ゅ
う
の
目
の
な
み
だ
・

赤
い
ロ
ウ
ソ
ク
と
人
魚
笏
入
場
料
H
無
料

霧
問
合
せ
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
内
盈
57
1
8
9
1
8
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
．
4
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
0
4
月
2
0
日
㈲
・
2
7
日
㈲
午
前
n

時
～
4
0
分
間
雛
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

笏
入
場
料
H
一
般
”
2
百
円
、
中
学
生
以

下
”
百
円
笏
間
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員

会
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。

◆
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止

　
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
を
納
期
前
に

納
付
し
た
場
合
、
報
奨
金
を
交
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
9
年
度
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
笏
廃
止
の
理
由
H

①
制
度
は
戦
後
の
新
し
い
地
方
税
制
度
が

で
き
た
と
き
、
納
税
意
識
の
高
揚
、
税
収

の
早
期
確
保
や
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
目

的
で
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
市
民
が
納
税
の
意
識
を
持
ち
、

口
座
振
替
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
当
初
の

目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
。
②
個
人
の
市

民
税
は
自
営
業
者
の
普
通
徴
収
だ
け
が
対

寄付ありがとう
　　3月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ二なつメロ愛好会
雪まつりチャリティ（162，600円）宮

下青年会（19，852円）昭和51年十日
町高校卒業20周年同窓会（18，890円）

幽社会福祉事業へ＝信組十日町支店
（7，890円）川治公民館やきもの同好

会（10，000円）㈱新川屋雪まつりチ

ャリティ（56，734円）十日町郵便局
（110，000円）

囹羽根川荘へ＝仲好会（7，800円）中

条会（5，700円）上原老人クラブ（1，

300円）

幽交通遺児等援助基金へ＝安養寺老
人クラブ（5，279円）

囹博物館へ＝高橋熊蔵（大黒沢1）

十日町シルク農業協同組合連合（本

町6－1）
團公民館図書室へ＝羽島秀作（本町

6－2）長田トモ子（田川町3）竹
藤津恵美（美雪町3）

象
で
、
一
括
納
付
の
で
き
な
い
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
の
特
別
徴
収
に
よ
る
納
税
者
に
恩

恵
が
な
い
こ
と
。
③
制
度
が
結
果
と
し
て

生
活
に
余
裕
の
あ
る
納
税
者
を
優
遇
す
る

こ
と
に
な
り
、
納
期
ご
と
の
納
税
者
に
対

し
不
公
平
で
あ
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
9
年
度

納
付
分
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
笏
間
合
せ
H
税
務
課
管
理
収
納

係
へ
。

◆
羽
根
川
荘
臨
時
休
館

　
羽
根
川
荘
で
は
六
箇
地
区
敬
老
会
の
た

め
、
4
月
2
0
日
㈲
休
館
し
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
“
羽
根
川
荘
（
暦

52

1
5
4
3
4
）
へ
。

◆
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
年
会
費
の
変
更

　
4
月
1
5
日
㈹
か
ら
、
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

の
年
会
費
が
3
千
円
に
変
わ
り
ま
す
。
笏

問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0
1

1
）
へ
。

◆
平
成
9
年
度
海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

笏
受
付
期
間
H
4
月
1
4
日
㈲
～
2
2
日
㈹
笏

採
用
予
定
数
1
1
約
8
0
人
笏
受
験
資
格
H
昭

和
4
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

次
に
該
当
す
る
人
①
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
及
び
平
成
9
年
9
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
②
高
等
専
門

学
校
の
第
3
学
年
の
課
程
を
修
了
し
た
人

③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し

た
人
等
人
事
院
が
①
に
揚
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
笏
試
験
日
H

1
次
試
験
H
5
月
2
5
日
㈲
、
2
次
試
験
”

7
月
8
日
㈹
～
1
0
日
㈲
の
う
ち
1
日
笏
問

合
せ
H
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

人
事
課
（
〒
蜘
新
潟
市
万
代
2
丁
目
2
番

－
号
暦
0
1
2
0
1
4
4
4
1
5
7
6
・

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◆
あ
な
た
の
声
が
道
づ
く
り
に
い
か
さ
れ

ま
す
　
建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路

審
議
会
で
は
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
の
道
路

整
備
の
方
向
性
や
進
め
方
等
に
つ
い
て
、

昨
年
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
作

成
し
、
道
路
利
用
者
で
あ
る
皆
さ
ん
に
意

見
を
募
集
し
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部

会
で
は
、
そ
の
貴
重
な
意
見
を
も
と
に
、

今
後
の
道
路
政
策
の
方
向
性
や
進
め
方
等

平
成
9
年
度

新
潟
県
、
日
本
育
英
会
奨
学
生
募
集

　
新
潟
県
、
日
本
育
英
会
で
は
、
優
秀
な

学
生
及
び
生
徒
で
経
済
的
理
由
の
た
め
修

学
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

霧
問
合
せ
H
新
潟
県
教
育
委
員
会
高
等
学

　
校
教
育
課
（
〒
蜘
ー
7
0
新
潟
市
新
光
町

●新潟県奨学生（新潟県教育委員会取扱分）

奨学生の種類 貸与月額 募集対象
貸与
始期

月　　別　　予　　定

4 5 6 7 8 9 10 11

高校一般貸与奨学生
国公立14，000円
私　立20，000円

高校・高専 4月 募
集

選
考

決
定

大学一般貸与奨学生
自宅通学
35，000円～38，000円
自宅外通学
35，000円～45，000円

短大・大学 4月

募
集

選
考

決
定

専修学校一般貸与奨学生

高等課程高校奨学生と同額
専門課程
国公立　　　　35，000円
私立（自宅）　37，000円
私立（自宅外）42，000円

専修学校の高等
課程・専門課程

4月

特別貸与奨学生
　（交通・災害遺児）

一般貸与奨学生
と同額

高校・高専
短大・大学

随時
募集は予算の範囲内において年間
を通して行います。

●日本育英会奨学生（新潟県支部取扱分）

4
番
地
1
盈
幡
－
踊
1
5
5
1
1
内
線

3
8
7
5
）

日
本
育
英
会
新
潟
県
支
部
（
〒
胴
新
潟

市
川
端
町
2
丁
目
9
番
地
・
新
潟
県
林

業
会
館
内
盈
幡
－
蹴
ー
5
8
4
5
）

奨学生の種類 募集対象 貸与始期 募　集 決定 奨学窒の種類 募難橡 貸懸姥期 募集 面接 決定

高校奨学生

古

1回目　4月 7月
大学第一種
奨学生（予約）

高校3年生
（定時制4年生）

貸与金額（自宅） 同　校 貸与金額
平成10年

1年生
公立　16，000円

私立28，000円

全学年

2次採用

について

1次採用

〔蒼月か象〕 2回目　6月 8月

自宅通学
　40，000円～49，000円
自宅外通学
　46，000円～59，000円

4月
5月

夏
期

11月

2・3年生

公立　14，000円

私立26，000円

は、最高

学年は対 3回目　7月 9月

高校・高専・

奨学生（予約）

中　学

3年生
休
暇

4年生
公立　13，000円

私立　25，000円

象になり

ません 2次採用
〔召月圏 9月 1月

貸与金額（自宅）

高校公立
　　私立
高専公立
　　私立

16，000円
28，000円
19．000円
30，000円

平成10年

　4月
5月 中 11月
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に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
と
し
て
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
も
う
一
度
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
反
映

し
た
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
た

な
道
路
計
画
」
を
策
定
し
、
政
府
に
そ
の

実
行
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
笏
問
合

せ
”
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
入
手
し
た

い
方
は
、
建
設
省
長
岡
国
道
工
事
事
務
所

調
査
課
（
盈
0
2
5
8
1
3
6
1
4
5
5

1
）
、
十
日
町
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課

（
智
5
7
1
5
4
0
8
）
ま
た
は
建
設
課
監

理
係
へ

◆
「
わ
た
し
の
愛
唱
歌
」
切
手
ア
ン
ケ
ー
ト

勿
テ
ー
マ
H
切
手
に
し
て
ほ
し
い
あ
な
た

の
愛
唱
歌
笏
題
材
ジ
ャ
ン
ル
H
①
文
部
省

唱
歌
②
歌
謡
曲
③
そ
の
他
笏
応
募
資
格
H

特
に
な
し
笏
応
募
方
法
H
4
月
2
5
日
働

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
便
局
に
あ

る
応
募
は
が
き
ま
た
は
官
製
は
が
き
に
あ

な
た
が
「
わ
た
し
の
愛
唱
歌
」
切
手
と
し

て
発
行
し
て
ほ
し
い
愛
唱
歌
を
ジ
ャ
ン
ル

ご
と
に
1
曲
ず
つ
記
入
し
（
合
計
3
曲
・

1
曲
の
み
で
も
可
）
「
わ
た
し
の
愛
唱
歌
」

切
手
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
事
務
局
（
〒
㎜
－
9
0

千
代
田
区
霞
ケ
関
1
丁
目
3
番
2
号
（
暦

03
1
3
5
0
4
－
4
2
8
8
）
へ
。

◆
「
週
4
0
時
間
労
働
制
」
ス
タ
ー
ト

　
4
月
1
日
か
ら
特
例
措
置
対
象
事
業
場

（
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
、
保
健
衛
生
業
、

接
客
娯
楽
業
の
う
ち
従
業
員
が
1
0
人
未
満

の
規
模
の
事
業
場
）
を
除
き
、
法
定
労
働

時
間
「
週
4
0
時
間
」
が
全
面
的
に
適
用
さ

れ
ま
し
た
。
・
各
事
業
場
で
定
め
る
1
週
間

の
所
定
労
働
時
間
は
法
定
労
働
時
間
を
超

え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
確
認
の
上
、
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
週
4
0
時
間
労
働

制
定
着
の
た
め
の
助
成
金
制
度
も
創
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
笏
問

合
せ
月
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
奮
52

i
2
0
7
9
）
へ
。

◆
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
笏
問

合
せ
H
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
長

岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長
岡
市
三
和
3

－
9
－
2
8
奮
0
2
5
8
－
3
5
－
2
1
4
1
）
へ
。
、

加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
ホ
ー
ム
受
講
生
募
集

笏
募
集
講
座
H
花
道
、
茶
道
、
料
理
、
き

も
の
着
付
け
、
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
雛
資
格
1
1
市
内
に
在
住
・
勤
務

し
て
い
る
1
8
～
3
0
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

男
女
霧
そ
の
他
H
気
の
合
っ
た
仲
間
同
士

の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
利
用
も
募
集
霧
申

込
み
H
保
険
料
・
利
用
者
協
議
会
費
（
千

円
）
を
添
え
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
智

57
1
8
9
1
8
）
へ
。

身
障
者
体
験
通
所

獲
場
所
”
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
笏

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ。

灘騨讐講一

品　　　　名 規　格 希望価格

婦人用自転車 赤 無　料

くつ25cm
1万円クロカンスキー一式

板180cm

精 米　　　機
巡環式

15kg用 3万円

ポ ケ　　ベ　　ル
呼出専用

2ケ所登録可 3千円

編 み　　機 ブラザー 相談で

和裁裁　ち　板 無　料

鍵懇籔懇嚢雛欝i籐喚灘

化粧用　具
ハ自々

不目 2個 1個千円

50cc　バ　イ ク
ホンダ

セル付
相談で

スチームアイロン 千円

掃　　　除 機 3千円

おばけかぼちゃの種 若干量 相談で

アコースティック
　　　　　ギタ」

なるべく

新しいもの
2～3千円

ピ　　　ア ノ 10万円

電子　ピア ノ
ヤマパか
カワイ

相談で

50ccスクーター
里
ノ
』
し
、 相談で

日
時
H
4
月
1
5
日
㈹
ワ
ー
プ
ロ
、
1
6
日
㈱

リ
ハ
ビ
リ
、
1
7
日
㈲
リ
ハ
ビ
リ
、
1
8
日
働

版
画
・
絵
画
、
2
1
日
㈲
硬
筆
、
2
2
日
㈹
陶

芸
・
手
芸
、
2
3
日
㈱
リ
ハ
ビ
リ
、
2
4
日
㈱

リ
ハ
ビ
リ
、
2
5
日
働
版
画
・
絵
画
・
生
け

花
、
2
8
日
㈲
書
道
霧
対
象
H
郡
市
内
在
住

の
身
体
障
害
者
で
、
ト
イ
レ
、
食
事
、
歩

行
な
ど
が
自
分
で
で
き
る
人
雛
送
迎
口
相

談
に
よ
る
霧
参
加
費
H
送
迎
も
含
め
無
料

（
た
だ
し
教
材
費
等
必
要
経
費
は
徴
収
）

膨
そ
の
他
H
昼
食
持
参
の
こ
と
霧
申
込
み

”
参
加
を
希
望
す
る
日
の
前
日
午
前
中
ま

で
に
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
智
5
7
－
9
4
3
8
）
へ
。

す
こ
や
か
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

霧
日
時
”
5
月
～
1
2
月
ま
で
月
－
回
程
度

で
約
1
0
回
実
施
霧
場
所
“
十
日
町
保
健
所

雛
対
象
目
5
5
歳
ま
で
の
人
で
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
地
域
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

人
雛
定
員
H
1
5
人
程
度
（
受
講
の
可
否
は

後
日
連
絡
）
霧
参
加
費
H
3
千
5
百
円
程

度
（
材
料
費
等
）
霧
申
込
み
H
4
月
2
5
日

働
ま
で
に
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

十
日
町
市
観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

　
第
4
回
十
日
町
市
観
光
土
産
品
コ
ン
ク

ー
ル
の
審
査
会
が
3
月
n
日
㈹
に
行
わ
れ
、

食
品
の
部
で
は
「
小
嶋
屋
総
本
店
生
そ
ば

土
産
用
」
が
、
食
品
以
外
の
部
で
は
㈱
和

の
風
の
「
正
絹
金
封
ふ
く
さ
」
が
そ
れ
ぞ

れ
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
十
日
町
市
観
光

協
会
が
観
光
土
産
品
の
開
発
を
進
め
る
た

め
4
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す

◎応募数
第1部24点　第2部36点　合計60点

◎審査結果

が
、
今
回
は
3
月
2
2
日
の
ほ
く
ほ
く
線
の

開
業
に
合
わ
せ
、
2
年
短
縮
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
審
査
会
で
は
、
「
入
賞
し
た
商
品
は
ど
れ

も
十
日
町
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
レ
ベ
ル

の
高
い
も
の
で
、
観
光
土
産
品
の
開
発
に

対
す
る
各
社
の
意
欲
の
高
さ
が
う
か
が
え

た
」
と
総
評
し
ま
し
た
。

賞翻 繭　翻　箔 饗　継　名

・第1部《食麟の部〉

金　　賞 小嶋屋総本店生そば土産用 小嶋屋総本店

銀　　賞
雪　　肌　　米 十日町市農業協同組合

カスターネージュ ㈱　木　村　屋

入　　選

せんば漬け ㈲高長醸造場
十日町方言銘菓セット ㈱　木　村　屋

山はっか糖 ㈱関口商店
・鞘i翻賞

十日町市観光

協会会長賞
味噌づけ．3、のり ㈲高長醸造場

・第鍵部籐翻欝勲講

金　　賞 正絹金封ふくさ ㈱　和　の　風

銀　　賞
布あそび絵はがき ㈱　和　の　風

絹あかこすり 丸絹夏井商事㈱

入　　選

紬織ネクタイ 丸絹夏井商事㈱

染織マフラー 渡　貫　和　美

すっ　ぺ人形 赤倉民芸品グループ

越の四季絵はがき ㈱　和　の　風

75平成9年4月10日号



　，、、、鑑，講

1鱗　実．．i縫灘…、襲灘

　　　　　　　騨

十
日
町
市
史
を
読
む
①

河
岸
段
猛
の
磯
懸
難
懸

懸
獺
鑛

　
十
日
町
市
域
の
地
形
の
特
徴
は
、

東
の
魚
沼
丘
陵
と
西
の
東
頸
城
丘
陵

に
挟
ま
れ
た
細
長
い
盆
地
で
、
そ
の

中
央
を
ほ
ぼ
南
北
に
信
濃
川
が
流
れ
、

両
岸
に
は
九
段
に
及
ぶ
河
岸
段
丘
が

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
河
岸
段
丘
は
、
地
盤
の
隆
起
や
気

候
の
変
化
・
海
面
の
低
下
な
ど
が
原

因
で
、
信
濃
川
の
浸
食
作
用
が
急
に

激
し
く
な
り
、
河
床
が
低
下
し
た
た

め
に
で
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
き
ゅ
う
が
い

こ
、
急
し
ゅ
ん
な
段
丘
崖
が
形
成
さ信濃川と河岸段丘

　
段
丘
は
、
高
い
位
置
に
あ
る
も
の

ほ
ど
早
い
時
期
に
形
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
堆
積
物
に
含
ま
れ
て
い
る
植
物

を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
期
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
上
之
山
の
一
段
上
の
面
は
三
万
三

八
○
○
年
前
、
稲
葉
か
ら
安
養
寺
に

続
く
面
は
二
万
二
六
〇
〇
年
前
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
や
集
落
が
続
い
て
い
る
面

は
、
一
万
年
く
ら
い
前
に
形
づ
く
ら

れ
た
も
の
で
、
沖
積
段
丘
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
層
に
含
ま
れ
て
い
る
花

粉
を
分
析
す
る
と
、
上
之
山
の
一
段

上
の
面
で
は
、
現
在
よ
り
「
や
や
冷

涼
」
、
稲
葉
の
面
で
は
「
寒
冷
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
海
に

南
か
ら
入
っ
て
き
て
い
た
暖
流
が
な

く
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
、

段
丘
の
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
河
岸
段
丘
は
古
く
か
ら
生
活

の
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。　

段
丘
の
上
や
丘
陵
の
谷
間
で
、
ど

の
よ
う
な
生
活
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

き
た
の
か
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

（
資
料
編
1
自
然
　
十
日
町
の
大
地
）
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　　　　　　　　　　　　繹　 ir豪雪の跡なまなまし花きぶし」、早春、まだ雪が消え残る冬枯れの山：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3肌に、キブシが葉に先がけて枝いっぱいに黄色の小さな花を付けていま：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：す。長さ7mmほどの鐘状の花が穂状に集まり、かんざしのように垂れ下：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・がる姿は、まさしく春を告げる花です。雄花と雌花が別の株につく雌雄1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：異株の落葉低木で、雌花は花のあと球状の果実を付けます。葉は、ふち　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3に鋭いぎざぎざを持ちとがっています。また、日本海側では葉の裏の脈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：上に毛が生えていて、葉が無毛の太平洋側のキブシと区別し、ケキブシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・とも呼ばれていす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　キブシの名は、果実がタンニンを多く含みインキの材料や薬用、ある　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：いは昔の人の歯染めに用いられた五倍子（ぶし）の代用とされたことに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3由来し木五倍子（キブシ）の和名が付いたといわれています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十臼町市民の動き

（3目末日現在）

44，912人（前月比一241）

22，083人（ノノー96）

22，829人（ノソー145）

（前目比一30）12，832

ロ
男
女
　
数

　
　
　
　
　
　
帯

人
　
　
　
　
世

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ホ
ッ
ト
ひ
と
息
－
ー
ー

　
　
　
編
・
集
・
室

　
3
月
31
日
、
長
年
広
報
協
力
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
い
た
庭
野
泰
明
さ
ん
、
鈴
木

茂
（
蘭
）
さ
ん
、
樋
口
信
二
さ
ん
の
3
人
が

市
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
3
人
と
も

20

数
年
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

表
紙
の
写
真
撮
影
や
イ
ラ
ス
ト
制
作
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
夜

さ
さ
や
か
で
す
が
3
人
を
囲
み
広
報
の
O

B
、
現
在
の
担
当
と
で
祝
宴
を
催
し
ま
し
た
。

話
題
に
な
っ
た
の
は
写
真
撮
影
な
ど
の
苦
労

話
と
合
わ
せ
て
、
市
民
参
加
型
の
広
報
紙
を

い
か
に
作
る
か
と
い
う
こ
と
。
市
民
が
登
場

す
る
紙
面
は
や
は
り
多
く
の
方
が
読
ん
で
く

れ
ま
す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
か
ら
登

場
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を

．
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
ぺ
ー
ジ
ヘ
の
登
場

希
望
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
人
事
異
動
で
5
年
間
広

報
広
聴
を
担
当
し
た
鈴
木
が
税
務
課
に
転

出
し
、
新
た
に
農
林
課
か
ら
小
林
を
迎
え
ま

し
た
。
鈴
木
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、

明
る
く
仕
事
に
取
り
組
む
小
林
で
す
。
新
婚

ほ
や
ほ
や
で
私
生
活
の
ほ
う
も
現
在
最
高
に

充
実
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
㊧
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